


移動販売車導入支援事業補助金

移動販売事業者を
対象とする車両購
入等にかかる補助
金です。 500万円

　
　
農
地
基
盤
整
備
未
実
施
地

　
　
区
に
対
す
る
推
進
は
。

　
　
実
施
・
計
画
地
区
の
完
成

　
　
が
最
優
先
と
な
る
が
、
例

え
ば
担
当
課
に
圃
場
整
備
推
進

官
を
置
く
な
ど
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
の
実
情
に
沿
っ
た
伴

走
型
の
推
進
も
検
討
し
て
い
く

　
　
固
定
資
産
税
の
引
き
下
げ

　
　
や
保
育
料
の
完
全
無
償
化

な
ど
に
要
す
る
財
源
は
、
ど
う

確
保
す
る
の
か
。

　
　
財
源
確
保
の
た
め
、
行
財

　
　
政
改
革
の
計
画
を
し
っ
か

り
立
て
て
行
政
運
営
を
し
て
い

く
。

3 2議会トピックス①議会トピックス② 心豊かだった時代  ２月21日、三ケ尻甚句踊保存会農業賞受賞等の祝賀会が永岡温泉で開かれました。この甚句踊は、厳しい農村生活の中にも
楽しいことがなければと手踊師匠の鈴木清四郎が始めたとされています。この踊りが踊られるのは、結婚式、孫抱き、建前祝、新築祝や田植え後のマンガアレ、
秋の収穫後のニワバレなどの祝事で宴たけなわになったときにとされています。読者の皆さんもぜひ動画でどうぞ。「さっとさっとさっと」がかけ声です。（雅）

農こそ生命 ３月10日、岩手県立農業大学校の卒業式が行われ議長が出席しました。戦前は県立六原青年道場として農業青年の育成に
取り組み、現在に至っています。そういえば同農場で生産された「六原牛乳」、今では知る人も少なくなりました。現在の農業大学校は全寮
制。男子は「敬明寮」（全室個室）、女子は「清和寮」（２人部屋）、学生による自治会で運営されています。農を志す若者たちガンバレ！！（雅）
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高橋文浩 新町長が施政方針

　３月１日に行われた金ケ崎町長選挙で高橋文浩氏が初当選
し、3月19日に町長に就任しました。
　新リーダーとなった高橋町長に、町の未来に向けた考えや
取り組みについて、所見を伺いました。

施政方針
  ここが聞きたい

財
源
確
保

補正
予算

Ａ Ｑ

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
す
る
町
を
実
現

４月臨時会

●
次
期
町
総
合
計
画

　
　
　
今
後
の
町
政
運
営
の
指
針
と
な
る
次
期
総
合
計
画
を
本
年
度
策
定
し
、
将
来
像
を
見

　
　
据
え
な
が
ら
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

●
産
業
振
興

　
　
　
東
北
有
数
の
産
業
力
が
あ
り
、
企
業
の
安
定
し
た
生
産
活
動
を
支
援
し
、
新
た
な
雇

　
　
用
の
場
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
農
業
や
商
業
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
英
知
が
響
き

　
　
合
い
、
挑
戦
す
る
人
を
町
全
体
で
支
え
る
土
壌
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。
働
く
喜
び
が
暮

　
　
ら
し
の
豊
か
さ
に
直
結
し
、
外
か
ら
と
内
か
ら
の
力
が
相
互
に
作
用
し
な
が
ら
新
た
な

　
　
価
値
が
生
ま
れ
る「
持
続
可
能
な
産
業
の
ま
ち
」を
築
い
て
い
き
ま
す
。

●
子
育
て
支
援

　
　
　
経
済
的
負
担
軽
減
と
定
住
促
進
策
と
し
て
実
施
し
て
き
た
小
中
学
校
給
食
費
の
無
償

　
　
化
に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら
国
に
よ
る
小
学
生
を
対
象
と
し
た
給
食
費
負
担
軽
減
が
開

　
　
始
さ
れ
ま
す
が
、
基
準
額
を
超
え
る
差
額
分
と
中
学
生
の
給
食
費
は
、
引
き
続
き
町
独

　
　
自
で
無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
支
援
策
と
し
て
保
育
料
の
完
全
無
償
化

　
　
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

●
地
域
公
共
交
通

　
　
　
本
年
度
か
ら
新
た
に
移
動
販
売
車
導
入
支
援
事
業
補
助
金
を
創
設
し
、
買
い
物
環
境

　
　
の
確
保
と
利
便
性
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
住
環
境
に
つ
い
て
は
、
宅
地
開
発
指
導
要

　
　
綱
等
に
基
づ
き
、
宅
地
開
発
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
良
好
な
都
市
環
境
整
備
を
進
め

　
　
ま
す
。
町
の
将
来
を
見
据
え
た
道
路
整
備
に
向
け
、
都
市
計
画
道
路
大
平
前
野
線
の
測

　
　
量
調
査
設
計
な
ど
を
実
施
し
、民
間
活
力
に
よ
る
宅
地
開
発
の
誘
導
を
図
り
ま
す
。

阿部 一之 議員

　
　
金
ケ
崎
駅
西
口
開
発
の
イ

　
　
メ
ー
ジ
は
。

　
　
金
ケ
崎
駅
か
ら
高
速
道
路

　
　
ま
で
の
間
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
。
開
発
手
法
は
、
大
手

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
土
地
区
画
整

備
組
合
を
作
っ
て
の
開
発
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
考
え
ら
れ

る
。 金

ケ
崎
駅
西
口
開
発

監査委員

阿部 隆一 議員

　
　
現
在
の
町
内
企
業
は
男
性

　
　
型
の
企
業
が
多
い
た
め
、

新
し
い
工
業
団
地
に
は
、
女
性

が
働
き
や
す
い
企
業
を
誘
致
す

る
べ
き
で
は
。

　
　
製
造
業
中
心
と
な
れ
ば
男

　
　
性
型
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
が
、
女
性
向
け
の
企
業
の
リ

サ
ー
チ
を
行
い
な
が
ら
企
業
誘

致
を
進
め
て
い
く
。

女
性
向
け

企
業
誘
致

Ａ Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

及川 権一 議員

農
地
基
盤
整
備
の

推
進

榊　 秋光 議員

、

。

発達の見逃しを
防ぎ、子どもと
家庭を早期に支
えるための重要
な健診です。

就任初年度

千田　眞一 さん
ち     だ          しんいち

　　任期：令和８年5月1日～
　　　　　令和10年2月29日

（議会選出：新任）

旧二ツ森小学校解体工事

旧校舎の解体費用です。
旧体育館は残します。 3713万円

５歳児健康診査事業

人
事
案
件
に
同
意

町民と歩む町政に期待



5 4議会トピックス③議会トピックス④ 忘れられない3月11日　３月11日、岩手県東日本大震災津波追悼式が岩手県民会館で開催されました。県立釜石高校２年森 真心さんの「震災は一瞬で多くの尊
い命や日常を奪いました。しかしそれと同時に、人と人とのつながりやたくさんの教訓を私たちに残しました。失われた日常を胸に、私たちはこの出来事を決して忘れて
はいけない。そして同じ悲しみをもう二度と繰り返さないために記憶を受け継ぎ、次の世代に繋げていきます。（未来へのメッセージより抜粋）」に心打たれました。（雅）

新たな一歩 3月17日、六原幼稚園卒園式。5人の子どもたちが迎えた卒園の日。少人数だからこそ、
一人ひとりの成長を身近で感じることができました。入園当初の小さな背中が、今では頼もしく輝いてい
ます。3年間で育んだ優しさと自信を胸に。新たな一歩を応援したい。(由)

議員報酬等検討特別委員会

が
議
会
に
届
き
に
く
く
な
り
、

町
の
将
来
に
関
わ
る
議
論
（
子

育
て
・
雇
用
・
医
療
・
教
育

な
ど
）
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
金
ケ
崎
町
議
会
議
員
報
酬
等

検
討
特
別
委
員
会
は
、
こ
う
し

た
現
状
を
直
視
し
、
議
会
の
姿

を
根
本
か
ら
問
い
直
す
必
要
が

あ
る
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
で
は
、
報
酬
だ
け

を
切
り
離
し
て
論
じ
る
の
で
は

な
く
、
議
会
運
営
の
最
高
規
範

で
あ
る「
議
会
基
本
条
例
」の
制

定
、
議
員
報
酬
の
適
正
化
、
議

会
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の

議
員
定
数
の
あ
り
方
の
３
つ
に

つ
い
て
、
一
体
の
も
の
と
し
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
議
員
報

酬
の
見
直
し
は
、
こ
の
３
つ
の

取
組
み
の
一
つ
で
あ
り
、「
こ
れ

か
ら
の
金
ケ
崎
町
に
と
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
議
会
が
必
要
か
」

を
考
え
る
営
み
の
一
部
で
あ
り

ま
す
。

　
議
会
運
営
の
最
高
規
範
と
し
て
、
議

会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。
議
会
・
議

員
の
活
動
原
則
、
町
民
及
び
町
長
等
と

の
関
係
、
自
由
討
議
や
議
会
活
性
化
の

推
進
、
継
続
的
な
検
証
の
仕
組
み
を
、

全
８
章
20
条
の
条
例
と
し
て
体
系
化
す

る
も
の
で
す
。
と
り
わ
け
、
議
員
報
酬

の
妥
当
性
を
任
期
中
に
検
証
す
る
こ
と

を
条
例
に
位
置
づ
け
、
報
酬
が
再
び
長

期
に
わ
た
り
見
直
さ
れ
な
い
状
態
と
な

ら
な
い
よ
う
、
制
度
的
な
基
盤
を
整
え

ま
す
。

　
本
条
例
は
令
和
９
年
４
月
１
日
施
行

を
目
指
し
、
令
和
８
年
12
月
定
例
会
に

議
員
発
議
に
よ
り
提
案
す
る
予
定
で
す

　
議
員
定
数
は
、
現
行
の
16
人
を
維
持

す
る
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
根
拠

と
し
て
、
町
内
６
地
区
の
声
を
届
け
る

た
め
に
必
要
な
規
模
で
あ
る
こ
と
、
２

常
任
委
員
会
（
総
務
教
育
民
生
・
産
業

建
設
）
の
安
定
運
営
に
必
要
な
人
数
で

あ
る
こ
と
、
既
に
20
年
余
り
で
３
回
・

合
計
６
人
の
削
減
を
実
施
済
み
で
あ
り

削
減
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
り
ま

す
。
他
に
直
近
５
回
の
選
挙
に
お
け
る

立
候
補
超
過
数
の
少
な
さ
な
ど
、
な
り

手
確
保
の
観
点
や
、
削
減
に
よ
る
財
政

効
果
の
限
定
性
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
本
委
員
会
は
、
報
酬
は
議
員
活

動
に
見
合
う
水
準
を
、
定
数
は
議
会
機

能
を
維
持
す
る
に
足
る
人
数
を
、
そ
れ

ぞ
れ
独
立
の
基
準
で
判
断
し
、
報
酬
の

増
額
と
定
数
の
削
減
を
引
き
換
え
に
考

え
る
こ
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の

考
え
方
は
、
全
国
議
長
会
決
議
（
令
和

６
年
５
月
22
日
）
の
留
意
事
項
と
も
一

致
し
て
お
り
ま
す
。

～～～～～  最終報告書の要旨 ～～～～～
最
終
報
告
を
取
り
ま
と
め

１年３か月の議論を経て
　金ケ崎町議会議員報酬等検討特別委員会（委員長  佐藤千幸）は、
令和７年３月21日の設置以来、約１年３か月にわたり議論を重ねて
きました。その間、先進地視察や住民との意見交換会を経て、最終報
告書を取りまとめるに至りました。
　このたび、本報告書を町長へ提出し、特別職報酬等審議会への諮問
を要請しました。

　
昨
年
令
和
７
年
３
月
に
設
置

さ
れ
た
特
別
委
員
会
も
、
今
次

６
月
議
会
へ
の
最
終
報
告
を
も

っ
て
任
務
を
終
え
ま
し
た
。

　
金
ケ
崎
町
議
会
の
進
む
べ
き

方
向
、
持
続
的
な
議
会
活
動
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
将
来
の
議
会
を
見
据
え
、

議
員
16
人
の
強
い
思
い
を
集
約

し
た
の
が
「
議
会
基
本
条
例
」

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
基
本
条
例
の
も
と
に
、

「
適
正
な
議
員
報
酬
」
及
び

「
議
会
機
能
を
発
揮
で
き
る
議

員
定
数
」
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
議
員
間
の
活

発
な
議
論
は
も
と
よ
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
も
向
き
合
い
な
が

ら
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

よ
り
良
い
方
向
を
追
い
求
め
て

き
ま
し
た
。

　
最
終
報
告
書
は
、
議
会
の
構

造
改
革
ス
タ
ー
ト
地
点
へ
の
導

き
で
あ
り
ま
す
。
議
会
基
本
条

例
の
理
念
の
も
と
、
町
民
の
期

待
に
応
え
、
信
頼
さ
れ
、
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
て
進
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

議
会
改
革
の

ス
タ
ー
ト
で
す委員長

佐藤　千幸

議
員
定
数
の
維
持

議
員
報
酬
の
見
直
し

議
会
基
本
条
例
の
制
定

※
最
終
報
告
書
及
び
パ
ブ
リ
ッ
ク

　
コ
メ
ン
ト
実
施
結
果
の
公
表
に

　
つ
い
て

　
　
金
ケ
崎
町
議
会
議
員
報
酬
等
検

　
討
特
別
委
員
会
は
、
最
終
報
告
書

　
の
全
文
、
そ
れ
か
ら
お
寄
せ
い
た

　
だ
い
た
ご
意
見
の
概
要
と
、
そ
れ

　
に
対
す
る
議
会（
同
委
員
会
）の
考

　
え
方
を
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
実
施
結
果
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
本
報
告
書
の
提
出
以
降
、
令
和
９

年
４
月
１
日
施
行
ま
で
の
主
な
工
程

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
令
和
８
年
６
月
定
例
会

　
町
長
へ
報
告
書
送
付

●
令
和
８
年
７
月
〜
10
月

　
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
へ
の
諮
問
、

　
同
審
議
会
で
の
審
議
・
答
申

●
令
和
８
年
12
月
定
例
会

（
議
員
発
議
）

　
金
ケ
崎
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定

（
町
長
提
案
）

　
議
員
報
酬
に
関
連
す
る
条
例
の
改
正

●
令
和
９
年
４
月
１
日

　
・
基
本
条
例
と
改
定
条
例
の
施
行

、

　
平
成
15
年
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
以
降

岩
手
県
最
低
賃
金
は+

約
70
％
、
国
家
公

務
員
初
任
給
は+

約
35
％
上
昇
す
る
一
方

本
町
議
員
報
酬
は
据
え
置
か
れ
た
ま
ま

で
し
た
。
今
回
の
改
定
は
、
単
な
る
待

遇
改
善
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く

長
期
に
わ
た
る
据
え
置
き
に
よ
り
生
じ

た
乖
離
を
、
活
動
実
態
に
基
づ
き
是
正

す
る
も
の
で
す
。

　
本
委
員
会
は
本
町
議
員
の
活
動
実
態

（
年
間
１
２
５
日
）
を
基
礎
に
原
価
方

式
で
算
定
し
、
町
長
比
41
％
・
月
額
３

０
５　
０
０
０
円
を
導
き
出
し
ま
し
た

こ
の
41
％
は
、
全
国
議
長
会
が
目
指
す

べ
き
水
準
と
し
て
示
す
47
％
を
下
回
る

抑
制
的
な
算
定
結
果
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
改
定
後
の
議
員
報
酬
総
額
の

予
算
比
０　
74
％
は
、
平
成
15
年
当
時

の
予
算
比
約
０　
９
％
を
依
然
と
し
て

下
回
る
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

,
.

.

、、、。

。

理

念

実

践

均

衡

　
金
ケ
崎
町
議
会
議
員
の
報
酬

は
、
平
成
15
年
に
引
き
下
げ
ら

れ
て
以
降
、
23
年
間
一
度
も
見

直
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
間
、
世
の
中
は
大
き
く

変
わ
り
、
最
低
賃
金
や
初
任
給

の
上
昇
、
物
価
や
光
熱
費
、
子

育
て
や
介
護
に
か
か
る
費
用
も

上
が
り
続
け
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
議
員
報
酬
２
１
２　
０
０

０
円
だ
け
が
据
え
置
か
れ
て
き

ま
し
た
。

　
加
え
て
、
議
員
の
な
り
手
不

足
は
年
々
深
刻
化
し
て
き
て
お

り
、
直
近
の
選
挙
で
は
立
候
補

者
が
定
数
を
わ
ず
か
１
〜
２
人

上
回
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す

議
員
の
現
平
均
年
齢
は
68
・
6

歳
と
、
現
役
世
代
等
の
参
画
が

進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
議
員
報

酬
だ
け
で
は
生
計
を
立
て
る
こ

と
が
難
し
く
、
他
に
生
活
の
糧

を
持
つ
人
で
な
け
れ
ば
議
員
を

続
け
に
く
い
状
況
が
続
く
と
、

現
役
世
代・女
性・若
年
層
の
声

,

⬅⬅⬅詳しくは
こちらまで

。



7 6議会トピックス⑤議会トピックス⑥ 大きく成長　3月18日、永岡小学校の卒業式が行われました。多くの親御さんや来賓が待ち受ける中、
12人の卒業生の凛々しい入場、堂々とした卒業証書授与、別れの言葉と大きく成長した姿が頼もしく、金
ケ崎の将来が少しだけ明るく思えた卒業式でした。（一）

五つの心 ３月19日、第６回認定子ども園たいよう保育園の卒園式が行われました。「はい」という素直な心、「ありがとう」とい
う感謝の心、「ごめんさない」という反省の心、「私がします」という奉仕の心、「おかげさまで」という謙虚な心。この五つの心、大人
ももち続けたいものです。みずからが太陽のように輝く人になりますように。世界の指導者たちにも聞かせたいですね。（雅）

議案審議

６事業
２億7646万円を
８年度に繰越

財産
取得

の

高橋　晃進 さん
たか はし        こう  しん

任期：令和８年6月15日～
令和12年6月14日

奥州市水沢佐倉河出身　50歳
水沢商業高校卒業後　県採用
県土整備部港湾空港課　主任主査
商工労働観光部ものづくり自動車
産業振興室　主任主査を歴任

副町長

◉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
助
成
事
業

◉
有
害
鳥
獣
緊
急

　
対
応
業
務
委
託
料

（新任）

トイレトレーラー＆プラグインハイブリッド自動車

除雪ドーザ

［各２台］

［１台］

　　　　　事　　業　　名

物価高対応子育て応援手当支給事業

運輸事業者運行支援緊急対策事業

中小企業者等物価高騰対策賃上げ支援事業

橋梁長寿命化事業

町道舗装補修事業

地域未来交付金事業

繰越金額（万円） 

　　６８　

２８３　

２９３８　

１億１７５３　

４１００　

８５０５　

副町長
人事案件に
同 意

写真はイメージです

※端数処理のため、合計が一致しない場合があります。

【トイレトレーラー】
4083万円（2台分）
災害発生の際トイレ利用に
支障が生じる避難所等に配置します。

除雪体制を整備するため
除雪ドーザーを購入しよう
とするものです。

5283万円

1361万円

給食配送車［１台］
給食センターに配置している
配送車の老朽化のため、更新
しようとするものです。

769万円

30万円 30万円 230万円

電気スチーム
コンベクションオーブン

［１台］給食センターに設置している
スチームオーブンの老朽化の
ため、更新しようとするものです。

709万円

農
業
委
員
20
人
任
命
同
意

　

各
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
農
業
委
員
候
補

者
20
人
（
新
人
４
人
、
女
性
２
人
）
に
つ
い

て
、
全
員
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
８
年
７
月
20
日
か
ら
令
和

11
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

各
農
業
委
員
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

や
町
内
の
耕
作
放
棄
地
解
消
な
ど
の
重
責
を

担
い
ま
す
。

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
成
金
交

付
決
定
を
受
け
、
下
永
沢
第
二
自
治
会
に
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

地
域
の
高
齢
者
な
ど

生
活
弱
者
宅
の
除
雪

作
業
用
に
、
除
雪
機

２
台
を
購
入
し
ま
す
。

◉
公
園
施
設
備
品

　

千
貫
石
森
林
公
園
バ
ン
ガ
ロ
ー
の

電
源
確
保
の
た
め
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
２
台

を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

有 住 寿 哉
及 川 宏 和
高 橋 重 貴
田 口 　 敏
髙 橋 正 則
佐 藤 　 祝
坂 井 　 聡
高 橋 寿 一
倉 田 和 久
小 坂 倫 充
渡 辺 好 章
宮 本 　 賢
岩 野 悦 子
高 橋 幹 夫
千 葉 次 郎
髙 橋 義 隆
菊 地 成 壽
阿 部 路 子
小 嶋 教 三
山 路 和 弘

さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん
さん

（再）
（再）
（再）
（再）
（再）
（再）
（再）
（新）
（再）
（再）
（再）
（再）
（再）
（新）
（新）
（再）
（再）
（新）
（再）
（再）

53歳
53歳
79歳
76歳
70歳
60歳
52歳
68歳
45歳
67歳
71歳
54歳
69歳
64歳
39歳
68歳
73歳
50歳
74歳
68歳

三ケ尻
三ケ尻
　街
　街
西　部
西　部
西　部
永　岡
西　部
北　部
北　部
北　部
北　部
永　岡
南　方
南　方
永　岡
永　岡
永　岡
南　方

あり       すみ       とし        き

おい       かわ      ひろ       かず

たか       はし       しげ         き

 た         ぐち                  さとし

たか       はし       まさ       のり

 さ         とう                   のりと

さか　     い                    あきら

たか　    はし       じゅ        いち

くら         た        かず       ひさ

 こ         さか       のり       みつ

わた       なべ      よし       あき

みや       もと                   けん

いわ        の         えつ        こ

たか　    はし　    みき        お

 ち          ば          じ         ろう

たか       はし       よし       たか

きく         ち        せい       じゅ

 あ          べ        みち        こ

 こ         じま       のり         み

やま        じ         かず       ひろ

（議案順・年齢は令和8年6月8日現在）

農地パトロール
　　　見えない汗が実を結ぶ

　

住
宅
密
集
地
な
ど
、
通
常
の
銃

器
使
用
が
難
し
い
場
所
へ
の
熊
の

出
没
に
対
応
す
る
た
め
、
麻
酔
銃
を
使
用
で

き
る
事
業
者
へ
の

委
託
料
で
す
。

予算
を

繰越

補正
予算

　６月議会定例会は、６月３日から９日までの７日間の会期で開かれました。
　一般質問には、９人の議員が登壇し、次期町総合計画や金ケ崎駅西口開発、
移住定住施策、家畜伝染病対策など22項目にわたって議論が交わされました。
　町提出議案は、条例改正、報告、人事、補正予算など報告３件、審議31件で
した。審議の結果、全て原案のとおり可決・同意しました。

６月議会　定例会のあらまし

農業委員に任命同意された20人

【プラグインハイブリッド自動車】
1200万円（2台分）
トイレトレーラーを牽引する
とともに電源供給できる車輌を
整備するものです。

新入社員



問問 町
長

町
長

　
　
担
い
手
の
高
齢
化
や
耕
作

　
　
放
棄
地
の
拡
大
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
現
在
、
基
盤
整
備

事
業
を
今
以
上
に
加
速
さ
せ
る

べ
き
だ
と
思
う
が
町
の
考
え

は
。

　
　
基
盤
整
備
が
中
々
進
ま
な

　
　
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町

と
し
て
も
非
常
に
危
惧
し
て
い

る
。
引
き
続
き
当
町
へ
の
予
算

配
分
増
を
含
め
県
に
要
望
し
て

い
く
。
ま
た
、
各
年
度
の
町
負

担
が
平
準
化
さ
れ
れ
ば
よ
り
事

業
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
の

で
、
補
助
率
の
か
さ
上
げ
や
有

利
な
起
債
の
創
設
な
ど
、
国
に

し
っ
か
り
要
望
し
て
い
く
。

　
　
未
相
続
の
解
消
な
ど
、
事

　
　
業
を
実
施
す
る
地
元
の
委

員
会
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

は
。

　
　
委
員
会
・
土
地
改
良
区
と

　
　
問
題
・
課
題
を
持
ち
寄
っ

て
問
題
解
決
で
き
る
よ
う
進
め

て
行
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

9 8

町長 　しっかり対応する

問

議会トピックス⑦議会トピックス⑧ 素晴らしい、頼もしいね  ３月20日、街地区生涯教育センターで、地域おこし協力隊卒業報告会が行われました。成長段階に合った学習
スタイルや環境を求めていたが、学習に適した場所が整わない家庭・社会環境の中で、課題や不満を抱きながら過ごした経験から、叶わなかった学習場所
や環境、コミュニティの場づくりに取組んだ活動報告がありました。素晴らしい活動内容でした。すごく頼もしい限りです。応援していきます。（秋）

信念をもって　３月30日、昨年９月にご逝去された故 永山節夫さんの旭日単光章（地方自治功労）受賞の伝達式が役場庁舎にて行われ
ました。長年にわたり町議会議員として住民福祉の向上と地方自治の伸展に尽力したとして、ご子息が高橋町長から勲記と勲章の伝達を受けまし
た。現職時代には、町内開拓農村地域の人たちの生活向上のために奔走していたとの逸話も伺いました。改めてご冥福をお祈りします。（雅）

　一般質問は６月３日から８日にわたって行われました。
　一般質問とは、議員が行政全般にわたって執行機関に施策の状況や方針等の説明を求めるものです。
質問事項は事前に執行当局へ通告します。質問の持ち時間は質問と答弁を含めて一人60分です。広報掲
載の内容は、質問した議員が自ら原稿を起こしたものです（一人１ページ）。

議

員
の胸
の内

基盤整備事業の促進を農
　
　
業

阿部　一之 議員
あ     べ           かず  ゆき

ひとくち
メモ 

今定例会の
傍聴者 ・事前申し込みは不要です。

・当日、役場４階の議場傍聴者入口で受付します。
・インターネット中継も実施しておりますので、
　ぜひご利用ください。

　傍聴席での飲食はご遠慮いただいておりますが、
健康管理のため、ふた付き容器（ペットボトル・
水筒等）に入れた水またはお茶に限り、水分補給ができます。

人39

整備区域内にあり  活用が望まれる

問問町
長

町
長

　
　
事
業
実
施
に
お
い
て
仮
称

　
　
満
永
橋
の
建
設
に
伴
い
先

行
取
得
さ
れ
た
市
有
地
及
び
そ

の
延
長
線
上
の
町
有
地
を
ど
う

取
り
扱
え
ば
よ
い
の
か
。

　
　
奥
州
市
か
ら
は
橋
梁
事
業

　
　
は
現
在
休
止
状
態
と
聞
い

て
い
る
が
、
圃
場
整
備
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
県
・
奥
州
市
・

土
地
改
良
区
と
対
応
を
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
道

　
　
路
残
地
や
水
源
地
跡
地
な

ど
の
町
有
地
を
換
地
で
移
動
し

た
り
、将
来
の
住
宅
用
地
を
創

出
す
る
な
ど
の
集
居
化
対
策
は

　
　
水
源
地
は
、深
井
戸
の
処

　
　
理
が
必
要
で
あ
る
と
と
も

に
給
水
計
画
に
お
い
て
廃
止
の

手
続
き
が
必
要
な
の
で
、担
当

課
で
検
討
し
て
い
く
。道
路
残

地
に
つ
い
て
は
、他
の
事
例
を
参

考
に
す
る
。未
利
用
の
町
有
地

を
有
効
活
用
し
て
住
宅
地
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、農
地
利
用

区
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
周
囲
の

農
地
の
兼
ね
合
い
な
ど
、現
場

を
見
て
判
断
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。こ
れ
ら
を一概
に
全
部
実

施
す
る
と
は
言
え
な
い
が
、方

向
性
と
し
て
は
町
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
思
う
の
で
、そ
の
よ

う
な
考
え
は
持
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

　
　

水
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

　
　

合
併
・
統
合
な
ど
も
視
野

に
入
れ
た
土
地
改
良
区
の
あ
り

方
を
早
急
に
検
討
す
る
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
水
源
や
水
系
、各
土
地
改

　
　
良
区
や
受
益
者
の
意
向
が

あ
る
の
で
合
併・統
合
は
非
常
に

難
し
い
問
題
。水
不
足
へ
の
対

応
の
問
題
が
あ
る
の
で
水
対
策

の
ト
ー
タ
ル
な
議
論
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

担い手を確保し、
農地の荒廃を防ぐ
には、スマート農
業の実現できる圃
場整備が必須

P15
及川　権一 議員

P16榊　　秋光 議員

P17
阿部　典子 議員

P13
菅原　政憲 議員

P12平　　志乃 議員

P11原　由美子 議員

P10阿部　隆一 議員

農業基盤強化

次期町総合計画金ケ崎駅
西口開発は

家畜伝染病

移住定住施策は

介護現場の
体制と支援

高橋町政の
船出にあたって

自治会運営の
サポート

地域医療体制の
充実

P14千葉　良作 議員 P9阿部　一之 議員

【傍聴について】

傍聴席で水分補給ができます

町のホームページ▶金ケ崎町議会▶議会映像配信

こちらをクリックすると
議会中継 が見れます。

こちらをクリックすると
議員活動 が見れます。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

傍
聴

　
　
し
ま
し
た

。

圃
場
整
備
事
業

　
通
常
計
画
調
査
で
数
年
、
工
事
で
10
年

程
度
か
か
る
息
の
長
い
事
業
で
す
。

新
町
長
と  

　 

論
戦農

林
課
長 ◆

自
分
だ
け
の
狭
い
考
え
、

　
環
境
で
は
知
ら
な
か
っ
た

　
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　（
60
歳
女
性
）

◆
総
論
的
な
質
問
だ
っ
た
の

　
で
答
弁
も
余
り
具
体
的

　
な
内
容
に
至
ら
な
か
っ
た

　
の
で
広
報
で
お
知
ら
せ
く

　
だ
さ
い
。　（
70
代
男
性
）

一般質問新町長に聞く

初



いいスタート　４月６日、金中の入学式が行われました。ストーブが焚かれた会場はピンと張り詰めた
雰囲気で、きりっとした新入生が入場してきました。６月の運動会ではすっかり中学生の顔でした。（良）

　
　
町
長
は
、「
対
話
型
町
政
に

　
　
よ
る
行
政
運
営
を
基
本
姿

勢
と
す
る
」
と
述
べ
た
。
町
民

が
自
由
に
参
加
で
き
る
以
前
の

よ
う
な
「
生
活
圏
毎
の
町
民
懇

談
会
の
復
活
を
」
と
い
う
声
が

あ
る
が
。

　
　
町
民
懇
談
会
は
、
町
民
と

　
　
行
政
が
直
接
対
話
し
、
町

の
施
策
や
地
域
課
題
、
要
望
を

共
有
す
る
重
要
な
機
会
で
あ
り

春
と
秋
の
年
２
回
開
催
を
予
定

す
る
。
町
民
が
参
加
し
や
す
い

方
法
を
検
討
す
る
。
自
治
会
や

各
種
団
体
及
び
企
業
と
の
座
談

会
や
意
見
交
換
も
行
う
。

問

11 10

施政方針

議会トピックス⑨議会トピックス⑩

町
長

町
長

町
長

意見交換会　４月６日から14日にかけて、町内６地区生涯教育センターで住民意見交換会が開催され
ました。100人を超える町民の方々より、様々なご意見を賜りました。議会が主催する意見交換会はしばら
くぶりで「こまめに開催してほしい」との要望も。それを義務づける条例がまもなく制定されます。（宗）

問

対
話
型
町
政

町
長

町
長

　利用者の安全安
心はもちろん、介
護職員が安心して
働ける環境づくり
が重要だ。

　　次期総合計画策
定にあたり、「未来創成
推進本部会議」のもとに
分科会を設け町職員が
自ら取り組んでいる。希
望に満ちた計画案がで
　 きると期待している。

一般質問

次
期
町
総
合
計
画
の
策
定
時
期
は

町
長
　 

８
月
末
に
素
案
公
表

原　由美子 議員
はら　　　　ゆ     み     こ

阿部　隆一 議員
あ     べ          りゅう いち

議員の胸の内

ひとくち
メモ 

ト
ー
ク
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
参
加
者
が
向
か
い
合
って
短
時
間
の
対
話

を
繰
り
返
し
、多
様
な
人
と
交
流
し
な
が
ら

考
え
や
思
い
を
共
有
す
る
対
話
手
法
で
す
。

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
の
向
上
や
相
互
理

解
の
促
進
、多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
機
会

づ
く
り
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ペ
ア
レ
ン
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

議

員の
胸の内

教
育
長

町長 　事業計画の見直しの中で検討

介
護
現
場

町
長

町
長

町
長 問問問問

　
　
町
内
の
介
護
施
設
に
お
け

　
　
る
職
員
配
置
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の

か
。
　
　
町
が
指
定
権
限
の
あ
る
13

　
　
か
所
の
事
業
所
に
つ
い
て

は
届
け
出
に
よ
り
把
握
し
て
い

る
。
　
　
介
護
職
員
の
離
職
の
傾
向

　
　
の
現
状
認
識
と
課
題
は
。

　
　
町
の
実
地
指
導
の
項
目
に

　
　
は
入
っ
て
い
な
い
た
め
、

直
接
相
談
が
あ
っ
た
場
合
の
み

把
握
。
職
場
の
人
間
関
係
が
離

職
理
由
と
し
て
多
い
。

　
　
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　
　
や
ス
ト
レ
ス
対
策
、
相
談

体
制
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
。

　
　
各
法
人
で
取
り
組
ん
で
い

　
　
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
過

重
労
働
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合

は
労
働
基
準
監
督
署
へ
の
相
談

を
案
内
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
問
題
が
深
刻
化
す
る
前
に

　
　
改
善
に
向
け
た
事
業
所
と

の
意
見
交
換
や
状
況
の
把
握
な

ど
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
　

３
年
に
１
回
の

　
　
　
　
　
　
実
地
指
導
で
確

認
。
改
善
策
に
つ
い
て
も
話
し

合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る

　
　
介
護
人
材
を
守
る
た
め
の

　
　
取
り
組
み
は
。

　
　
今
年
度
策
定
の
10
期
介
護

　
　
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し

の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

ひとくち
メモ 

令
和
７
年
度
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
動
向
調
査

業
務
報
告
書　

　
町
内
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
頻
出
地
点
に

お
い
て
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
移
動
経
路
等

の
調
査
結
果
を
、
人
里
へ
の
出
没
を
防
止

す
る
対
策
の
構
築
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

介護人材を守るための取り組みは

。

問 問

問

　
　
発
達
に
特
性
の
あ
る
子
ど

　
　
も
へ
の
関
わ
り
に
悩
む
保

護
者
を
対
象
に
行
わ
れ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
実
施
状
況
は
。

　
　
岩
手
県
立
療
育
セ
ン
タ
ー

　
　
の
協
力
の
も
と
年
５
回
子

育
て
相
談
を
開
催
。
保
護
者
に

寄
り
添
い
な
が
ら
伴
走
支
援
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
実
施
し

て
い
な
い
。

　
　
必
要
性
に
つ
い
て
の
考
え

　
　
は
。

　
　
有
効
的
な
手
法
の
一
つ
と

　
　
考
え
て
い
る
。
課
題
を
整

理
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。ト

ー
ク

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

問
　
　
試
行
的
に
導
入
す
る
考
え

　
　
は
あ
る
か
。

　
　
英
語
教
育
の
中
で
ト
ー
ク

　
　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
よ
う

な
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

今
後
各
学
校
に
手
法
の
紹
介
は

で
き
る
。

新町長に聞く

　
　
町
長
は
、「
町
政
運
営
の

　
　
指
針
と
な
る
次
期
町
総
合

計
画
を
今
年
度
策
定
し
、
施
策

を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
」
と

述
べ
た
。
策
定
日
程
は
。

　
　
総
合
計
画
は
、
将
来
の
目

　
　
指
す
べ
き
姿
を
示
す
町
の

最
上
位
計
画
で
あ
る
。
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
分
析
及
び
内
部
協
議

学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
代
表

者
等
で
構
成
す
る
「
総
合
計
画

審
議
会
」
で
の
審
議
を
経
て
８

月
末
を
目
途
に
素
案
を
公
表
す

る
。
そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
等
で
町
民
の
意
見
を
募

り
、
審
議
会
で
最
終
的
な
調
整

を
行
う
。
審
議
会
か
ら
答
申
を

い
た
だ
き
年
度
内
の
策
定
を
目

指
す
。
関
係
条
例
の
改
正
案
を

提
案
す
る
。

。

、

、
　
　
町
長
は
、「
町
猟
友
会
と
の

　
　
連
携
を
密
に
し
、
捕
獲
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

ク
マ
の
動
向
調
査
を
行
い
、
効

率
的
な
捕
獲
活
動
が
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
」
と
述
べ
た

県
内
で
は
今
年
度
も
人
身
被
害

が
発
生
し
て
い
る
。
動
向
調
査

方
法
は
い
か
が
か
。
電
気
柵
設

置
助
成
制
度
は
ど
う
か
。

　
　
ク
マ
動
向
調
査
の
定
点
カ

　
　
メ
ラ
は
10
台
程
度
設
置
す

る
。
電
気
柵
設
置
経
費
は
２
分

の
１
補
助
、
上
限
は
個
人
農
家

10
万
円
、
集
落
営
農
組
織
25
万

円
で
あ
る
。

問 ク
マ
対
策

町
長

　
　
町
長
は
、
農
業
用
水
不
足

　
　

対
策
を
掲
げ
た
。具
体
的

に
ど
う
対
応
す
る
か
。

　
　
当
面
は
、
各
土
地
改
良
区

　
　
を
通
じ
無
駄
な
水
の
流
出

防
止
、
取
水
調
整
、
水
路
等
の

適
切
な
維
持
管
理
に
つ
い
て
周

知
・
徹
底
す
る
よ
う
依
頼
し
て

い
る
。
長
期
的
に
は
、
新
た
な

水
源
確
保
や
た
め
池
等
の
既
存

施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
。

問 農
業
用
水
不
足
対
策

町
長

　
　
町
長
は
、「
子
ど
も
た
ち
の

　
　
健
や
か
な
成
長
の
場
と
な

る
屋
内
全
天
候
型
遊
び
場
の
誘

致
に
迅
速
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
述
べ
た
。
町
と
し
て
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
「
み
ど
り
の
郷
」
へ
の
民

　
　
間
事
業
者
の
参
入
を
最
優

先
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
町
と
し
て
の
整
備
は
、
財

政
負
担
な
ど
か
ら
難
し
い
。

問 屋
内
全
天
候
型
遊
び
場

町
長

町設置定点カメラが撮影したクマ

人をまもる介護政策へ

話してみよう！！
」

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
事
務
長



交流の力を実感　４月11日、金ケ崎町国際交流協会の令和８年度定期総会が開催されました。初めて
議長代理として出席、緊張の中で祝辞を代読。個人会員数は62人と想像以上に多く、出前講座や交流・支
援事業など活動の幅広さに驚かされました。英語に関心があるものの、一歩踏み出す勇気が……。（典）

お友達何人できるかな　４月８日、金ケ崎小学校の入学式が行われました。今年も67人のピッカピ
ッカの１年生が入学されました。おどおどしている子や元気いっぱいの子までいて、この６年でどう成長
されるか楽しみですね。（権）
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自 治 会

議会トピックス⑪議会トピックス⑫

問問

問 問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

　新しい制度を作
るよりも、今ある
制度を重層的に使
う柔軟でスピード
感のある対応を。

　行政は「自治会
は独立した組織」と
して切り離して考え
ているが、本当にそ
うだろうか。

一般質問

運
営
の
サ
ポ
ー
ト
は

町
長
　 

窓
口
は
中
央
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

菅原　政憲 議員
すが  わら           まさ  のり

平　　志乃 議員
たいら　　　　　　し　  の

議員の胸の内

ひとくち
メモ 

空
き
家
利
活
用
・
空
き
店
舗
活
用
補
助
金

　

空
き
家
を
改
修
す
る
場
合
の
補
助
金
と

し
て
最
大
50
万
円
、空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用

し
取
得
し
た
空
き
家
の
場
合
は
20
万
円
の

加
算
。ま
た
、空
き
店
舗
の
場
合
は
改
装
費

の
２
分
の
１
、最
大
１
０
０
万
円
を
補
助
す

る
制
度
。

観
光
資
源
の
活
用

議

員の
胸の内

教
育
長

教
育
長

町長 　情報発信力の向上を図る

移
住
定
住
施
策

町
長

町
長

町
長 問

町
長

町
長

町
長 問

問

問

問問
　
　
空
き
家
利
活
用
補
助
金
が

　
　
移
住
定
住
に
結
び
つ
い
て

い
る
の
か
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

　
　
空
き
家
利
活
用
補
助
金
の

　
　
実
績
は
令
和
６
年
度
は
５

件
、
令
和
７
年
度
は
１
件
と

な
っ
て
お
り
、
空
き
家
を
有
効

活
用
し
た
移
住
推
進
と
し
て
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

　
　
空
き
店
舗
活
用
補
助
金
の

　
　
活
用
状
況
は
。

　
　
制
度
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で

　
　
に
５
件
の
活
用
実
績
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
Ｕ
タ
ー
ン
を
含

む
町
外
か
ら
の
移
住
者
に
よ
る

活
用
は
３
件
で
あ
っ
た
。

　
　
改
装
支
援
だ
け
で
は
な
く

　
　
地
域
の
賑
わ
い
や
定
住
に

ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
。
　
　
創
業
時
に
お
け
る
事
業
計

　
　
画
の
策
定
支
援
や
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
伴
走
支
援
を
町

商
工
会
と
連
携
し
て
行
っ
て
い

る
。
令
和
７
年
度
は
６
件
と
過

去
最
高
の
創
業
実
績
と
な
っ

た
。
　
　
従
来
型
の
広
報
だ
け
で
は

　
　
情
報
が
届
か
な
い
中
で
、

情
報
発
信
を
含
め
た
今
後
の
施

策
は
。

　
　
若
年
者
や
移
住
者
と
言
っ

　
　
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
対
し

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ

タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情

報
発
信
の
手
法
、
運
用
体
制
に

つ
い
て
関
係
課
と
緊
密
に
連
携

し
検
討
を
進
め
る
。

ひとくち
メモ 

自
　
治
　
会
　

　
○
自
主
的
に
結
成
・
運
営
す
る
任
意
の

　
　
住
民
組
織
。

　
○
法
律
で
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

　
　
ら
ず
、
住
民
の
任
意
参
加
組
織
。

空き家・空き店舗の活用を

　
　
町
内
の
歴
史
あ
る
伝
統
文

　
　
化
に
支
援
が
可
能
か
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
観
光
入
り

込
み
数
が
減
少
す
る
中
、
年
間

観
光
客
数
の
具
体
的
な
目
標
は

あ
る
か
。

　
　
郷
土
芸
能
発
表
大
会
や
永

　
　
岡
蘇
民
祭
へ
の
協
賛
、
協

力
を
す
る
こ
と
で
、
伝
統
文
化

の
関
係
団
体
へ
の
支
援
も
行
っ

て
い
る
。
第
11
次
総
合
計
画
で

年
間
34
万
人
を
目
標
と
し
て
い

た
が
、
最
終
年
度
の
令
和
７
年

度
の
実
績
は
施
設
閉
鎖
も
あ

り
22
万
人
で
あ
っ
た
。
次
期
町

総
合
計
画
に
お
い
て
コ
ロ
ナ

禍
以
降
の
回
復
基
調
や
施
設

閉
鎖
等
の
状
況
を
分
析
し
、
新

た
な
観
光
客
数
の
目
標
を
設
定

す
る
。

　
　
若
者
や
移
住
者
が
観
光
分

　
　
野
で
起
業
し
や
す
い
支
援

策
等
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
町
と
し
て
首
都
圏
に
お
け

　
　
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
、

魅
力
発
信
や
観
光
誘
客
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
商
工
会
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
創
業
支

援
の
中
で
、
引
き
続
き
対
応
し

て
い
く
。

新町長に聞く

　
　
自
治
会
に
何
の
集
金
を
依

　
　
頼
し
て
い
る
か
。

　
　
集
金
の
依
頼
は
し
て
い
な

　
　
い
。

　
　
広
報
の
配
布
、
集
金
な
ど

　
　
に
関
す
る
相
談
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
、
対
応
は
ど

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
配
布
物
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

　
　
大
き
さ
を
統
一
す
る
な
ど

の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

集
金
に
つ
い
て
は
、
町
公
衆
衛

生
組
合
連
合
会
や
町
防
犯
協
会

の
会
費
納
入
な
ど
、
各
団
体
が

各
自
治
会
に
対
し
て
依
頼
を
し

て
い
る
も
の
で
、そ
の
ほ
か
県
緑

化
推
進
委
員
会
金
ケ
崎
分
会
の

緑
の
募
金
運
動
へ
の
協
力
も
お

願
い
し
て
い
る
。

　
　
役
員
の
決
め
方
や
集
金
の

　
　
方
法
な
ど
、
役
場
へ
の
相

談
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
、対
応
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

　
　
役
員
の
決
め
方
等
に
つ
い

　
　
て
「
な
り
手
が
な
く
て
大

変
」
等
の
話
は
聞
い
て
い
る
が

各
自
治
会
か
ら
個
別
の
相
談
は

さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
新
し
い
自
治
会
を
つ
く
り

　
　
た
い
と
い
う
申
し
出
や
自

治
会
を
分
け
た
い
、
ま
た
は
、

合
併
し
た
い
な
ど
の
相
談
が
あ

る
と
き
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
相
談
窓

口
は
ど
こ
か
。

　
　
今
ま
で
町
に
対
し
自
治
会

　
　
を
新
た
に
つ
く
り
た
い
、

他
の
自
治
会
と
合
併
し
た
い
等

の
相
談
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い

自
治
会
の
再
編
に
関
す
る
こ
と

は
、
地
域
の
意
向
も
確
認
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。
相
談
窓

口
は
、
中
央
生
涯
教
育
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
。

っ
て
調
べ
る
授
業
へ
と
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
教

　
　
員
の
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
何
か
。

　
　
教
員
の
年
代
あ
る
い
は
デ

　
　
ジ
タ
ル
の
得
意
不
得
意
に

よ
る
戸
惑
い
や
負
担
感
は
一
定

程
度
あ
る
。
一
方
で
、
児
童
生

徒
の
欠
席
連
絡
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に

忙
し
い
朝
の
時
間
帯
に
お
い
て

電
話
対
応
の
負
担
が
大
幅
に
軽

減
さ
れ
て
い
る
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
教
員

　
　
の
働
き
方
の
変
化
は
ど
う

か
。
　
　
令
和
８
年
度
か
ら
岩
手
県

　
　
の
小
中
学
校
で
は
県
下
統

一
の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
が
順

次
導
入
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
自
治

体
を
ま
た
い
だ
教
員
の
人
事
異

動
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
に
対
応

す
る
負
担
が
大
き
か
っ
た
も
の

の
、
シ
ス
テ
ム
理
解
等
の
負
担

が
大
き
く
減
っ
た
。
授
業
そ
の

も
の
が
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
が
前
提
と
な
っ

て
お
り
、
教
科
書
、
資
料
だ
け

で
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

問

教
育
の

デ
ジ
タ
ル
化

町の中心部に賑わいを取り戻すには

自治会で設置するゴミステーション

、

、

、

。



災害は待たない  ４月27日、「防災士の会」の総会が開催されました。会員24人が出席。町防災訓練
の避難所運営補助をはじめ各種団体研修への講師派遣など、活発な啓発活動に頭が下がる思いです。今や
災害は忘れないうちにやってくる時代です。会の益々の発展を祈念します。（輝）

主役はダンカイ世代　４月17日、金ケ崎町老人クラブ連合会の定期総会が開催されました。老人クラブは、高齢者の生きがいと
健康作りのために、さまざまな活動を通して健全で豊かな生活を送る事を目的とする自主的に組織する団体です。基本目標は、「健康・友愛・奉
仕」で地域での仲間づくりをすすめています。昨年４月から中央生涯教育センターに事務局を移転した町老連。ガンバレ！ダンカイ世代！（雅）
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町 　 政

議会トピックス⑬議会トピックス⑭

問問 町
長

問

町
長

町
長

町
長

　停滞気味の町
の状況を何とか
したい。

　多くの課題解決

のための公約。

努力してほしい。

一般質問

船
出
に
あ
た
っ
て

町
長
　 

町
職
員
一
体
と
な
っ
て

及川　権一 議員
おい  かわ          けん いち

千葉　良作 議員
ち     ば           りょうさく

議員の胸の内

ひとくち
メモ 

道
の
駅

　
道
路
交
通
の
円
滑
な
流
れ
を
支
え
る
た

め
の
休
憩
施
設
と
地
域
の
文
化・歴
史・名

所・特
産
物
の
情
報
を
活
用
し
、サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
。

遊
び
場
・

体
験
施
設
の
誘
致

議

員の
胸の内

教
育
長

町長 　情報発信の拠点へ

駅
西
口
開
発

町
長

町
長

町
長

問問

問

町
長

町
長 問問

　
　
金
ケ
崎
駅
西
口
の
開
発
で

　
　
は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
を

中
心
に
据
え
る
の
か
。

　
　
駅
西
口
を
町
の
情
報
発
信

　
　
の
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
町
に
な
か
っ
た
商
業
施
設
を

中
心
に
据
え
た
い
。
国
庫
補
助

事
業
等
の
活
用
が
必
要
に
な
る

と
の
認
識
の
中
、
一
つ
の
案
と

し
て
道
の
駅
整
備
に
か
か
る
補

助
事
業
が
活
用
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
新
規
で
介
護
施
設
に
勤
務

　
　
す
る
方
に
は
介
護
職
員
就

職
支
援
助
成
金
と
し
て
支
援
し

て
い
る
が
、
継
続
性
・
定
着
率

は
い
か
が
か
。
さ
ら
に
、
少
子

化
の
中
で
努
力
し
て
る
保
育
施

設
・
幼
児
教
育
施
設
職
員
に
つ

い
て
継
続
的
な
支
援
を
検
討
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
介
護
職
員
の
定
着
率
は
直

　
　
近
５
年
間
で
、
71
・
６
％

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
補
助

金
の
継
続
と
今
年
度
策
定
の
第

10
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見

直
し
の
中
で
、検
討
を
進
め
る
。

　
　
保
育
施
設
・
幼
児
教
育
施

　
　
設
の
職
員
の
待
遇
に
つ
い

て
は
保
育
士
就
職
支
援
助
成
金

や
保
育
士
奨
学
金
返
還
補
助
金

の
交
付
に
よ
る
待
遇
改
善
に
努

め
て
き
た
。
今
後
も
継
続
し
て

補
助
金
の
交
付
を
行
う
こ
と

で
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
継
続
的
支
援
と
し
て
住
民

　
　
税
の
減
額
等
を
検
討
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
そ
の
職
種
の
み
の
減
免
は

　
　
考
え
て
い
な
い
。

ひとくち
メモ 

公
　
約

　
公
約
と
は
、
公
開
の
場
に
お
い
て
、
公

衆
に
対
し
て
約
束
す
る
こ
と
。
公
約
を
守

ら
な
く
て
も
法
的
な
罰
則
や
資
格
の
は
く

奪
な
ど
は
な
い
。

　
公
約
に
は「
ど
う
せ
守
ら
れ
な
い
も
の
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
つ
い
て
回
っ
て
い
る
。

開発の内容は

　
　
「
み
ど
り
の
郷
」
の
活
用

　
　
と
の
こ
と
だ
が
コ
ン
セ
プ

ト
は
決
ま
っ
た
の
か
。

　
　
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て
い

　
　
な
い
。
民
間
業
者
に
お
い

て
、
ス
ケ
ー
ト
場
や
屋
内
全
天

候
型
施
設
と
し
て
検
討
し
て
い

る
と
認
識
。

　
　
他
市
町
村
で
は
定
住
化
対

　
　
策
の
た
め
い
ろ
い
ろ
な
施

策
を
行
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
み
ど
り
の
郷
で
は
ス
ケ
ー

　
　
ト
場
が
重
要
な
施
設
で
あ

る
と
考
え
る
。
そ
こ
に
人
が
集

い
、
そ
れ
だ
け
で
活
気
が
あ
ふ

れ
て
く
る
。
金
ケ
崎
駅
西
口
開

発
と
と
も
に
、
よ
り
よ
く
活
気

あ
ふ
れ
る
町
に
し
た
い
。

新町長に聞く

　
　
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
の

　
　
た
め
の
公
設
民
営
の
塾
は

学
習
で
取
り
残
さ
な
い
教
育
を

実
現
し
た
い
。
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
す
る
。
家
庭
の
経
済

状
況
等
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
学
べ
る
機
会
を
創
出
す
る
。

ス
タ
ッ
フ
、
設
置
場
所
、
予
算

所
管
部
署
は
今
後
検
討
す
る
。

　
　
「
充
実
し
た
給
食
実
現
」

　
　
の
公
約
を
問
う
。
前
町
長

は
全
国
に
先
駆
け
て
給
食
費
無

償
化
を
実
施
し
た
。
保
護
者
の

経
済
的
負
担
や
町
の
人
口
増
加

へ
の
橋
渡
し
の
考
え
で
あ
っ
た

と
思
う
。
新
町
長
の
「
さ
ら
な

る
給
食
の
充
実
」
と
は
ど
ん
な

構
想
か
。

　
　
児
童
生
徒
の
健
や
か
な
成

　
　
長
を
支
え
る
た
め
に
、
安

全
・
安
心
の
確
保
、
地
元
産
食

材
の
使
用
や
リ
ク
エ
ス
ト
給
食

の
増
加
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る

と
は
い
か
な
る
形
態
で
行
う
対

話
な
の
か
。

　
　
町
民
と
直
接
対
話
す
る
町

　
　
民
懇
談
会
や
町
政
座
談
会

は
重
要
な
機
会
で
あ
る
。
春
、

秋
の
２
回
行
う
予
定
で
あ
る
。

直
接
対
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活

用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
「
喫
緊
の
公
約
」「
長
期
的

　
　
な
公
約
」
と
区
別
し
て
述

べ
て
い
る
が
、
喫
緊
と
長
期
的

の
相
違
は
何
か
。

　
　
「
喫
緊
」
は
町
民
が
直
面

　
　
し
て
い
る
課
題
に
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
。
「
長
期
的
」

は
10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
た

対
策
と
位
置
づ
け
た
。

　
　
学
力
向
上
の
た
め
の
公
設

　
　
民
営
塾
の
設
置
に
つ
い
て

の
公
約
を
問
う
。

ここが情報拠点となっていくのが楽しみです

公約の早期実現を！！

問問 町
長

　
　
投
票
率
が
前
回
町
長
選
挙

　
　
に
比
し
て
７　
13
％
低
下

し
た
。
前
回
同
様
の
顔
ぶ
れ
で

人
口
も
横
ば
い
状
態
。
低
下
し

た
理
由
を
何
と
考
え
る
か
。

　
　
直
前
に
行
わ
れ
た
衆
議
院

　
　
議
員
選
挙
が
あ
り
、
公
職

選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
２
月

８
日
ま
で
立
候
補
者
の
政
治
活

動
が
著
し
く
制
限
さ
れ
た
こ
と

が
一
因
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。
　
　
　
　
新
町
民
や
旧
町
民
別

　
　
　
　
の
デ
ー
タ
は
な
い
が

30
歳
未
満
で
投
票
率
が
低
い
。

啓
発
活
動
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
　
　
「
対
話
型
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
を
強
く
訴
え
ら
れ
て
い

た
。
町
長
の
目
指
す「
対
話
型
」

.

介
護
、
保
育
、

幼
児
教
育
施
設
の

職
員
待
遇

選
挙
管
理

委
員
長

、 、。



懇親会は必要　５月11日、第49回金ケ崎町観光協会通常総会が星萬にて行われました。36人の本人
出席があり、その後の懇親会では金ケ崎駅西口開発の話題やらで盛り上がりました。やはり情報を得る懇
親の場は必要であり、大変有意義な場でした。（権）

仲間との絆　5月8日、金ケ崎中学校体育祭。仲間と声を掛け合いながら全力で駆け抜ける生徒たち。
競技に挑む真剣な表情、仲間を応援する大きな声援がグラウンドに響き渡った。一人ひとりが力を出し切
り、仲間との絆を深める姿に、中学生らしい躍動感と成長を感じる体育祭となりました。(由)
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家畜伝染病

議会トピックス⑮議会トピックス⑯

問

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

　本町は健診機関
や運動施設などの
健康資源が充実し
ている。連携でき
ないものか…

　　令和２年度以降、
全国的に大規模な発生
を繰り返し、養鶏業界に
甚大な被害を生じさせて
いる。食の安全供給のた
　めにも、迅速な防疫
　　作業と情報提供
　　どちらも重要。

一般質問

町
の
対
応
と
体
制
整
備
を

町
長
　 

周
知
は
最
優
先
、
県
と
連
携

阿部　典子 議員
あ      べ           のり    こ

榊　　秋光 議員
さかき　　　　　  あき みつ

議員の胸の内

ひとくち
メモ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
医
療
機
器
：
磁
気
共
鳴
画
像
）

　
磁
場
と
電
波
を
利
用
し
て
体
内
の
状
態

を
詳
し
く
画
像
化
し
、体
の
断
面
や
血
管
な

ど
を
詳
し
く
映
し
出
す
医
用
画
像
検
査
の

こ
と
で
す
。脳
や
腹
部
、関
節
、子
宮
な
ど
、

病
変
の
早
期
発
見
に
役
立
ち
ま
す
。

着
実
な
推
進
を

安
全
確
保

議

員の
胸の内

町長 　財政と医療ニーズを懸案して

地
域
医
療

町
長

町
長 問問

問問

　
　
国
保
金
ケ
崎
診
療
所
は
、

　
　
近
い
将
来
複
数
の
医
師
が

定
年
を
迎
え
る
。
診
療
維
持
に

向
け
た
検
討
は
。

　
　
現
医
師
と
も
情
報
共
有
し

　
　
て
い
る
。
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
多
方
面
の
方
と
共

有
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
年
々
、
人
件
費
・
資
材
が

　
　
高
騰
し
て
い
る
。
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
と
診
療
収

入
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
分
析
し

て
い
る
か
。

　
　
医
療
機
器
の
高
額
化
も
含

　
　
め
診
療
維
持
に
つ
い
て

は
、
費
用
負
担
が
増
額
す
る
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
中
期
財
政
見
通

　
　
　
　
　
　
し
の
中
で
、
５

年
間
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
と
い
う
こ
と
で
予
算
計
上
し

て
い
る
。
令
和
８
年
度
予
算
の

繰
入
額
は
１
億
８
８
０
０
万
円

で
あ
る
。

ひとくち
メモ 

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　

　
通
常
、
ヒ
ト
に
感
染
す
る
こ
と
は
な
く

鶏
肉
や
鶏
卵
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

感
染
し
た
と
い
う
事
例
報
告
は
あ
り
ま
せ

ん
。
鶏
に
感
染
さ
せ
た
場
合
に
、
高
率
に

死
亡
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

町民に寄り添う体制維持を

　
　
伝
建
群
保
存
地
区
の
現
在

　
　
の
状
況
や
課
題
を
ど
う
把

握
し
て
い
る
か
。

　
　
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力   

　
　
に
よ
り
景
観
維
持
さ
れ
て

い
る
と
捉
え
る
。
江
戸
時
代
か

ら
続
く
町
並
み
を
保
存
し
て
い

く
た
め
、
地
域
と
話
し
合
い
を

し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　
　
地
域
と
の
連
携
を
図
る
話

　
　
し
合
い
は
い
つ
か
ら
始
め

る
の
か
。

　
　
昨
年
度
は
話
し
合
い
が
不

　
　
足
し
て
い
た
。
今
年
度
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
定
期
的

に
進
め
た
い
。

　
　
文
化
財
や
歴
史
的
景
観
は

　
　
町
の
宝
で
あ
る
。
町
が
主

体
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る

推
進
す
る
た
め
に
は
、
最
終
的

に
は
財
政
判
断
を
伴
う
が
。

　
　
国
の
補
助
金
制
度
も
あ
る

　
　
が
、
そ
れ
以
上
に
財
政
負

担
を
伴
う
。
着
実
に
進
め
る
た

め
に
は
、
地
域
と
の
話
し
合
い

と
財
政
当
局
と
の
情
報
共
有
、

計
画
が
な
け
れ
ば
財
政
措
置
も

で
き
な
い
。
次
期
町
総
合
計
画

と
合
わ
せ
て
進
め
る
。

　
　
令
和
８
年
５
月
の
磐
越
道

　
　
部
活
バ
ス
事
故
を
受
け
、

安
全
確
保
の
周
知
徹
底
通
知
が

県
内
全
て
の
学
校
に
通
知
さ
れ

た
。
本
町
で
の
対
応
は
。

　
　
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、

　
　
学
校
ご
と
に
「
学
校
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
定
め
て

い
る
。
今
後
も
事
故
の
防
止
や

適
切
な
対
応
に
努
め
る
。

新町長に聞く

　
　
住
民
説
明
会
の
必
要
性
に

　
　
つ
い
て
、県
と
町
の
間
で
、

初
期
段
階
で
協
議
は
行
わ
れ
た

か
。今
後
の
協
議
の
あ
り
方
は
。

　
　
防
疫
措
置
開
始
前
に
県
が

　
　
主
催
と
な
り
、
状
況
確
認

と
対
応
計
画
の
協
議
を
目
的
と

し
た
奥
州
地
方
支
部
緊
急
連
絡

会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
町
か
ら
県
に
対
し
、
住
民
説

明
会
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

町
に
対
し
住
民
説
明
会
を
含
む

住
民
か
ら
の
相
談
が
あ
っ
た
場

合
は
、
県
が
対
応
を
判
断
す
る

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
こ
の
段

階
で
は
説
明
会
の
開
催
は
予
定

し
て
い
な
い
。
今
後
の
協
議
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
県
と
今

回
の
課
題
を
共
有
し
、
改
善
を

踏
ま
え
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
町
の
対
策
本
部
で
、
住
民

　
　
へ
の
情
報
提
供
や
説
明
会

の
必
要
性
は
取
り
上
げ
ら
れ
た

か
。　
　

　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
マ

　
　
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
住
民
説

明
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

町
の
対
策
本
部
で
も
説
明
会
の

開
催
と
住
民
へ
の
周
知
を
議
題

に
取
り
上
げ
、
２
月
23
日
の
説

明
会
の
開
催
と
25
日
に
町
内
全

戸
を
対
象
に
防
疫
周
知
の
チ
ラ

シ
を
配
布
し
た
。

　
　
地
下
水
の
利
用
家
庭
に
対

　
　
す
る
水
質
検
査
の
必
要
性

の
判
断
と
実
施
す
る
場
合
の
期

間
・
費
用
負
担
等
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
県
の
発
生
時
対
応
要
領
に

　
　
従
い
県
主
体
で
水
質
検
査

を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
住
民
の

費
用
負
担
は
な
い
。
防
疫
措
置

完
了
か
ら
約
６
か
月
後
ま
で
４

回
実
施
し
、
㏗
値
等
の
数
値
を

確
認
し
周
辺
に
影
響
が
な
い
か

判
定
す
る
。

　
　
埋
却
地
の
長
期
的
影
響
に

　
　
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
い

県
と
連
携
し
て
経
過
状
況
を
住

民
に
情
報
提
供
す
る
仕
組
み
を

構
築
す
べ
き
で
は
。

　
　
埋
却
に
よ
る
長
期
的
影
響

　
　
は
懸
念
し
て
い
る
。
県
と

情
報
共
有
を
密
に
住
民
へ
情
報

の
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
今
回
の
事
案
を
教
訓
と
し

　
　
町
の
考
え
を
整
理
し
、
関

係
機
関
に
よ
る
検
討
の
場
を
設

け
て
は
ど
う
か
。　

　
　
町
の
役
割
は
県
の
後
方
支

　
　
援
だ
が
、
地
域
住
民
の
声

を
聴
き
県
に
繋
ぎ
迅
速
・
適
切

な
対
応
を
県
と
連
携
し
て
行
っ

て
い
く
。
今
回
の
反
省
点
を
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
活
か
し
更
新
を
行

う
。

診療所の今後の
　　　新たな歩みを見守る

住民への周知は最優先事項

町
内
全
戸
に
防
疫
周
知
と

消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
を
配
布

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
事
務
長

町
長 問

問

　
　
医
科
を
み
る
と
今
後
よ
り

　
　
堅
実
な
運
営
体
制
が
求
め

ら
れ
る
。
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
工
夫
や
連
携
が
必
要
で

は
。
　
　
診
療
科
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
受
診

　
　
者
の
田
園
バ
ス
の
利
便
性

も
含
め
検
討
す
る
。

教
育
長

教
育
長

問教
育
長



25 18議会トピックス⑰議会トピックス⑱ 日々精進　５月24日、岩手県政150周年記念式典で歌われた「岩手県民の歌」（昭和39年制定、作曲は中田喜直）読者の皆さん、
ご存知でしたか？「しらくもの  うかぶ  はてまで  はろばろと蒼き国原かぎりなき  未来をこめて  岩手  岩手  ふるさと  岩手  とこしえに  
若き  大地よ」まさしく先人の努力に想いをおこし、金色に咲ける→この国に生きる誇りをもって日々精進したいものですね。（雅）

初の研修会　５月19日、県自治会館で町村議会議員研修会が60人ほどの議員が参加し、「公務人材と
地域人材が不足していく中、女性議員を増やしていくには」と「人口減少社会における地域福祉の課題、
担い手と「つなぎ」の再設計について」を学びました。課題解決のヒントになりました。（秋）

19

請願のゆくえ常任委員会のうごきちょっと一服

■ヨコのカギ

応募方法

★応募締切 令和8年8月20日（木）到着分
★正解発表

★応募内容
①クイズのこたえ
②郵便番号・住所
③氏名・年齢・性別
④電話番号
⑤「議会だより」についての感想・ご意見

議会だより160号に掲載

〒029-4592
岩手県胆沢郡金ケ崎町西根南町22番地1
金ケ崎町役場　議会事務局
0197-42-2103
gikai@town.kanegasaki.iwate.jp

プレゼントの発送は令和8年10月予定。直送いたします。
応募時に頂きました個人情報等は、厳正な管理下におきまして
⑤の取りまとめと賞品の発送のみに利用させていただきます。

　議会だより158号掲載のクイズに、
たくさんのご応募ありがとうございま
した。厳正なる抽選のうえ、５人の方
に図書カード（1,000円分）をお送り
しました。

ヒント：元気で威勢がいいですね
■タテのカギ

① 今不足で問題となっている
　 あの原料
③ 東京都の区の一つ
⑥ 最近よく出没する
⑧ 金ケ崎も無人に
⑩ 高温の蒸気といえば
⑬ 寿司屋で見かける高いやつ
⑮ 日経平均株価とか
　 TOPIXとか
⑱ いつも同じ服を着ている
　 状態や人のこと
㉑ 木の幹に穴を空ける鳥と
　 言えば
㉒ 物事を成し遂げようとして
　 努力を重ねること
㉔ 激励で思い浮かぶ
　 四字熟語といえば
㉕ 博多といえば
㉖ 人情といえば

① 人や場所などを他と区別する
　 ために付けられた呼び名
② 熊や泥棒から守るのに有効です
④ これが弾けるとモテるかも
⑤ 猫の毛色のひとつ
⑦ サケ科の魚
⑨ 町の鳥に似ている鳥
⑪ 議員は皆、大事にしています
⑫ これを無くすことが効率化に
　 つながります
⑭ 花言葉は「幸福の花」
　 アヤメ科アヤメ属の植物
⑯ ソバとならんで日本人の
　 好きな食べ物
⑰ 最後まで〇〇〇〇ないで
⑲ 修行でよく行くところ
⑳ こねる人けっこういます
㉓ グンゼとか
㉔ お相撲さんといったら

□の６文字を並べかえると、答え
になります。

★正解者の中から、抽選で５人の方に図書カードをプレゼントいたします！

いずれかの方法でご応募ください。

はがき➡

メール ➡
F A X ➡

前号の答え　
カンゼンネンショウ（完全燃焼） 読者の声（抜粋）

　ぜひ

お願
い

　　　し
ます

①

⑦

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮

②

⑥

⑤

㉓

㉔

㉕ ㉖

⑯

⑰ ⑱ ⑲ ⑳

㉑ ㉒

③ ④

①

⑦ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬ ⑭

⑮

② ⑥⑤

㉓

㉔ ㉕

⑯ ⑰ ⑱

⑲ ⑳ ㉑

㉒

③ ④

　　　　　（出題：バッチ組）

クロスワードパズル
図書

図書

図
書

図書

図書

イ コ ジ
タ ン ダ イ セ イ 　 シ
リ 　 イ ケ イ 　 ア オ
ア カ ゲ 　 フ ク ジ

ウ ズ 　 ク ナ ン 　 キ
シ 　 ク ロ ウ バ ナ シ
ロ ン ド ン 　 シ ゼ ン

ワ キ ミ 　 ネ ア ゲ

カ イ ヨ ウ ◆
旧
二
ッ
森
小
学
校
も
後
々
解
体
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、そ
の
後
は
た
だ
放
置
さ
れ

　
る
の
で
は
な
く
、何
ら
か
の
利
用
方
法
を
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
60
代
女
性
）

◆
私
も
義
母
も
孫
も
花
粉
症
で
す
。町
内
に
耳
鼻
咽
喉
科
が
あ
っ
た
ら
な
あ
…
近
所

　
の
す
ご
ー
く
高
く
な
っ
た
杉
の
木
も
気
が
か
り
で
す
　
　（
60
代
女
性
）

◆
通
園・通
学
バ
ス
予
算
賛
成
の
記
事
に
目
が
留
ま
り
ま
す
。

　
教
育
環
境
改
善
は
、未
来
に
希
望
を
つ
な
ぐ
大
事
な
こ
と
で
す
。今
後
も
期
待
し
て

　
お
り
ま
す
。　（
50
代
男
性
）

◆
空
き
家
の
放
置
が
目
立
つ
よ
う
に
思
い
ま
す
。草
木
が
伸
び
放
題
に
な
り
、害
虫
発

　
生
に
よ
る
近
隣
へ
の
迷
惑
や
火
災
の
延
焼
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。町

　
で
で
き
る
対
策
を
願
っ
て
い
ま
す
。　（
60
代
女
性
）

こ
た
え

所管事務調査を実施します
総務教育民生常任委員会産業建設常任委員会

委 員 長　 阿　部　典　子
副委員長　 阿　部　一　之　 
委　　員　 高　橋　美輝夫　 山　路　正　悟
　　　　　 高　橋　藤　宗　 後　藤　紳　一
　　　　　 及　川　権　一    榊　　　秋　光

委 員 長　 佐　藤　千　幸
副委員長　 阿　部　隆　一
委　　員　 千　葉　良　作　 千　田　眞　一
　　　　　 平　　　志　乃    原　　　由美子
　　　　　 菅　原　政　憲

・六原幼稚園及び認定こども園南方幼稚園の
　現状 ｠ ｠ ｠ ｠ 
・旧二ツ森小学校跡地の管理状況及び今後の
　対応 ｠ ｠ ｠ ｠ 
・防災無線の運用状況

・岩手中部工業団地北側エリアにおける
　企業誘致の進捗状況｠ ｠ ｠ ｠
・三ケ尻地区圃場整備事業の進捗状況 ｠ ｠ ｠ ｠ 
・町道野田・前野線整備の進捗状況｠ ｠ 
・クマ対策に係る電気柵設置状況 

〈 調 査 事 項 〉

国に意見書提出

〈 調 査 事 項 〉

※所管事務調査とは　常任委員会が、その部門に属する当該地方公共団体事務を調査しています。
※

伊
藤
　
雅
章

高
橋
美
輝
夫

山
路
　
正
悟

佐
藤
　
千
幸

阿
部
　
隆
一

千
葉
　
良
作

阿
部
　
典
子

高
橋
　
藤
宗

後
藤
　
紳
一

千
田
　
眞
一

及
川
　
権
一

平
　
　
志
乃

阿
部
　
一
之

原
　
由
美
子

榊
　
　
秋
光

菅
原
　
政
憲

審議の結果議　案　名

○：賛成  ×：反対  欠：欠席　
※議長は採決に加わりません

可決原案に
　対し ※○○○○○○○○○○×○○○○

賛否が分かれた議案

発議案第１号
ゆたかな学びの実現
・教職員定数改善を
はかるための2027年
度政府予算に係る意
見書提出について

請願第2号
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善
をはかるための2027年度政府予算に
係る意見書採択を求める請願書

討
論
討
論
討
論

請願の
  ゆくえ

原  

由
美
子 

議
員

　

第
４
項
目
の
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
慎
重

な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
一

方
、
少
人
数
学
級
の
推
進
や

教
職
員
定
数
の
改
善
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
学
級
編
制

は
教
育
環
境
の
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
を

総
合
的
に
判
断
し
、
本
請
願

の
採
択
に
賛
成
す
る
。 賛

成
副主幹

髙橋　　穣
たかはし　　　   じょう

　
令
和
８
年
４
月
１
日
付
で
、

生
活
環
境
課
よ
り
着
任
し
ま

し
た
。

議
会
事
務
局

職
員
の
人
事
異
動

　子どもたちの学びを保障するためには、教職員の負担軽減と教育環境
の充実が必要であり、定数改善や教育予算の確保を求めるものである。
1. 国においては、学級編制標準のさらなる引き下げや、少人数学級に
ついて検討すること。

2. 学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教職員
の増員や少数職種の配置増など、教職員定数改善を推進すること。

3.　自治体で国の標準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施
　　ができるよう、加配の削減は行わないこと。
4.　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保
　　した上で義務教育費国庫制度の負担割合を引き上げること。

付託年月日 令和８年６月３日

一関市山目字中野130
岩手県教職員組合県南支部
支部長　佐々木 昭仁

採択すべきものと決定
請願趣旨相当と認める

件　　　名

請　願　者

審査の結果

委員会の意見

ゆたかな学びの実現を
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